
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   

今
年
こ
そ
希
望
あ
る
年
に 

コ
ロ
ナ
過
を
経
験
し
、
今
の
社
会
の
弱
い
部
分
が
露
呈
さ
れ
て
い

ま
す
。
ど
う
し
た
ら
希
望
の
年
に
で
き
る
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
の
チ
ャ
ン
ス
が
今
年
中
に
行
わ
れ
る
総
選
挙
で
す
。

市
民
と
野
党
の
共
闘
で
菅
政
権
を
倒
し
、
希
望
の
あ
る
年
に
！ 

皆
様
の
例
年
に
も
増
し
た
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
健
康
に
ご
留
意
さ
れ
、
ご
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

日
本
共
産
党
寄
居
町
委
員
会 
委
員
長 

 

町
議 

田
母
神 

節
子 

 

 

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
で
、
経
済
は
疲
弊
し
町
民
の
生

活
は
ま
す
ま
す
苦
し
く
な
り
ま
し
た
。
感
染
が
拡
大
し
た
の
は
。
世
界
中

の
低
コ
ス
ト
部
材
、
製
品
調
達
に
重
き
を
置
い
て
来
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
が

感
染
拡
大
初
期
の
マ
ス
ク
不
足
に
も
表
れ
ま
し
た
。
昨
年
９
月
発
足
の
菅

政
権
は「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
を
掲
げ
、
新
自
由
主
義
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
変
え
る
に
は
、
政
治
を
変
え
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
中
に
行

わ
れ
る
総
選
挙
で
、
菅
政
権
に
代
わ
る
市
民
と
野
党
に
よ
る「
野
党
連
合

政
権
」
に
変
え
る
こ
と
で
す
。
そ
の
為
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。 

 

日
本
共
産
党
寄
居
町
委
員
会 

副
委
員
長  

町
議 

大 

澤  

博 
  

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇ 

   

  

                

 

十
二
月
定
例
町
議
会
が
１
２
月
１
日
か
ら
１
８
日
の
間
、
開
催
さ
れ 

ま
し
た
。
日
本
共
産
党
議
員
団
は
次
の
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。 

■
駅
南
再
開
発
、
町
民
が
喜
べ
る
計
画
を 

◆
田
母
神
議
員
は
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
事
業
に
つ
き
、
駅
前
拠
点
広

場
、
賑
わ
い
創
出
広
場
の
設
置
、
運
営
に
関
し
て
質
問
。
意
見
を
汲
み
上

げ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
町
出
資
の「
株
式
会
社
よ
り
い
」
が
主
体
で
進
ん

で
い
ま
す
が
、
地
元
店
舗
の
再
出
店
希
望
は
無
い
、
マ
イ
カ
ー
駐
車
ス
ペ
ー

ス
が
ま
だ
検
討
中
、
等
、
町
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
再
開
発
な
の
か
疑
問
も
あ
り

ま
す
。
意
見
、
提
案
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
市
街
地
区
長
会
長
、
中
心
市

街
地
活
性
化
協
議
会
の
会
員
に
伝
え
て
欲
し
い
そ
う
で
す
。 

◆
近
年
増
加
し
て
い
る
キ
ャ
ン
パ
ー
や
ハ
イ
カ
ー
を
想
定
し
た
、
荒
川
南
岸

の
観
光
資
源
を
活
用
し
た
地
元
の
活
性
化
を
、
と
の
提
案
に
は
現
状
を
変

え
る
意
向
、
前
向
き
な
施
策
は
示
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

◇
三
歳
児
の
視
力
検
査
に
ス
ポ
ッ
ト
ビ
ジ
ョ
ン
ス
ク
リ
ー
ナ
ー
導
入 

一
方
、
三
歳
児
視
力
検
査
へ
の
最
新
検
査
機
器
導
入
の
提
案
に
つ
い
て
は
、

導
入
前
提
で
検
討
し
て
い
る
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

■
住
宅
改
修
資
金
補
助
制
度
、
補
正
予
算
で
増
額 

♠
大
澤
議
員
は
、
地
域
経
済
回
復
の
為
、
住
宅
改
修
資
金
補
助
制
度
を

予
算
増
額
し
、
未
消
化
予
算
の
翌
年
度
繰
り
越
し
制
度
も
設
け
る
よ
う

提
案
し
ま
し
た
。
予
算
は
補
正
予
算
で
増
額
さ
れ
ま
し
た
が
、
繰
り
越
し

は
制
度
上
不
可
と
の
回
答
。
ま
た
、
１
０
万
円
以
上
の
耐
久
消
費
財
購
入

者
へ
の
補
助
金
制
度
も
提
案
し
ま
し
た
が
、
政
府
の
三
次
補
正
予
算
動
向

に
よ
っ
て
検
討
す
る
意
向
で
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

♠
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
上
の
効
果
も
期
待
で
き
る「
少
人
数
学
級
設
置
」
を

提
案
し
ま
し
た
が
、
町
は
桜
沢
小
６
年
の
少
人
数
化
実
績
を
示
し
た
だ
け

で
拡
大
す
る
考
え
は
無
い
よ
う
で
す
。 

◇
町
民
か
ら
要
望
の
強
い
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
町
外
病
院
へ
の
通
院
に
使

え
る
制
度
改
善
と
、
帰
路
予
約
改
善
を
提
案
、
町
は
民
業
圧
迫
の
回
避

を
言
う
ば
か
り
で
、
柔
軟
な
対
応
を
す
る
考
え
は
示
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

○
選
挙
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
町
長
選
、
町
議
選
も
供
託
金
が
必
要
に 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

ポ
ス
タ
ー
・
ビ
ラ
作
成
費
、
選
挙
カ
ー
運
用
・
運
転
手
雇
用
費
な
ど

が
公
費
か
ら
支
出
さ
れ
ま
す
が
、
基
準
得
票
を
下
回
っ
た
候
補
者
の

供
託
金(

十
五
万
円)

は
没
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 ◆
◆ 

田
母
神 

節
子 

議
員 

一
般
質
問
要
旨 

◆
◆ 

一
、 

未
来
に
向
か
う
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業 

 

【
問
】ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
ど
こ
が
主
催
で
、
ど
の
よ
う
な
階
層
の
人
が
、

何
を
話
し
合
い
ま
し
た
か 

【
回
答
】 

 

町
が
主
催
し
駅
前
拠
点
広
場
と
役
場
跡
地
の
賑
わ
い
創
出
交
流

広
場
整
備
の
た
め
開
催
、
公
募
で
２
１
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

【
問
】観
光
・経
済
の
拠
点
施
設
と
広
場
の
整
備
に
つ
い
て 

①
商
売
し
て
い
た
人
は
、
再
出
店
で
き
ま
す
か
。
何
人
く
ら
い
希
望
し
て

い
ま
す
か
。
②
通
学
バ
ス
は
駅
南
口
へ
乗
り
入
れ
ら
れ
ま
す
か
。
③
マ
イ

カ
ー
や
バ
ス
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
あ
り
ま
す
か
。
④
多
目
的
広
場
の
中
に

設
置
す
る"G

O
O

D
 P

A
R

K
"

実
証
実
験
は
、
い
つ
頃
ど
の
よ
う
な
方
法

で
周
知
し
開
催
し
ま
す
か 

【
回
答
】 

①
再
出
店
の
申
し
出
は
あ
り
ま
せ
ん
。
②
駅
南
口
広
場
は
ス
ク
ー

ル
バ
ス
が
入
れ
ま
す
。
③
マ
イ
カ
ー
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
検
討
中
で

す
。
バ
ス
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
。
④G

O
O

D
 P

A
R
K

は

人
の
流
れ
の
変
化
、
広
場
の
使
わ
れ
方
を
検
証
し
ま
す
。
周
知
は

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
行
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
問
】①
町
民
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
施
策
に
参
加
で
き
る
の
で
す
か
。

②「
駅
前
に
喫
茶
店
も
食
堂
も
な
い
」、
人
々
が
集
え
る
場
所
が
駅
前
に

欲
し
い
等
の
声
に
ど
う
応
え
ま
す
か 

 

◇
◇
寄
居
町
十
二
月
議
会
報
告
◇
◇ 
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いよいよ総選挙の年です。新型コロナ対応無為無策、日本
学術会議への人事介入など強権政治あらわな菅自公政権を
倒し、野党連合政権をつくりましょう。 
政権奪取の最大の力＝日本共産党の躍進で①新自由主

義から転換し、格差をただし暮らし・家計応援第一の政治を。
②憲法を守り立憲主義・民主主義・平和主義を回復する。③覇
権主義への従属・屈従外交から抜け出し、自主・自立の平和
外交に転換する。④地球規模の環境破壊を止め、自然と共生
する経済社会をつくる。⑤ジェンダー平等社会の実現、多様性
を大切にし、個人の尊厳を尊重する政治を。この「新しい日本
をつくる 5つの提案」実現へ全力で取り組みます。 

 

日本共産党の躍進と野党連合政権で政治を変える! 

日本共産党 
茨城県副委員長 
大内 くみ子 

日本共産党 
前衆議院議員 
梅村 さえこ  

日本共産党 
衆議院議員 
塩川 鉄也 

日本共産党 
北部青年学生部長
小山 しんや 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
【
回
答
】 

①
「
自
分
が
主
役
」
で
文
化
活
動
や
経
済
活
動
に
取
り
組
ん
で
頂
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
②
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
駅
前
に
必
要
な
機

能
の
ご
意
見
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
市
街
地
区
長
会
長
、
中
心
市
街
地

活
性
化
協
議
会
の
会
員
に
声
を
届
け
て
く
だ
さ
い
。 

 

※
田
母
神
議
員
は
「
株
式
会
社
ま
ち
づ
く
り
寄
居
」
と
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
構
成
、
活
動
な
ど
に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。
詳

し
く
は
田
母
神
議
員
の
ブ
ロ
グ
を
参
照
く
だ
さ
い
。 

 

一
、 

荒
川
南
岸
と
周
辺
の
利
活
用
に
つ
い
て 

 

【
問
】か
わ
せ
み
河
原
同
様
に
立
ケ
瀬
側
や
正
喜
橋
の
東
側
を
有
料
に
し

活
用
す
る
こ
と
、
及
び
中
止
し
て
い
る
売
店
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
の
活
用

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
か 

【
回
答
】 

 

か
わ
せ
み
河
原
は
町
が
観
光
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
整
備
し
、
運
営
し

て
い
ま
す
が
、
立
ケ
瀬
河
原
は
地
形
上
、
ト
イ
レ
等
施
設
を
設
置
で

き
ず
、
町
が
管
理
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
産
品
販
売
施
設
等

は
、
河
原
利
用
者
が
多
い
４
月
～
１
２
月
ま
で
営
業
し
て
い
ま
す
。 

【
問
】 

荒
川
南
岸
遊
歩
道
を
も
っ
と
宣
伝
し
、
か
わ
せ
み
河
原
ま
で
の
標

識
を
作
り
集
客
を
考
え
て
は
い
か
が 

【
回
答
】 

 

 

ハ
イ
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
で
周
知
に
努
め
て
お
り
、
途
中
に
は
か
わ
せ

み
河
原
や
川
の
博
物
館
を
案
内
す
る
道
標
が
あ
り
ま
す
。
新
た
に
設

置
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

※
河
川
敷
の
利
用
に
つ
い
て
、
町
と
観
光
協
会
の
話
し
合
い
を
す
る

よ
う
提
案
し
ま
し
た
が
、
町
は
不
要
と
の
立
場
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

◆
こ
の
他
に
、
三
歳
児
の
視
力
検
査
に
ス
ポ
ッ
ト
ビ
ジ
ョ
ン
ス
ク
リ
ー
ナ

ー
と
い
う
精
度
の
高
い
検
査
機
器
の
導
入
を
促
し
「
先
行
実
施
例
で

効
果
が
あ
り
導
入
を
検
討
し
て
い
る
」
と
い
う
回
答
を
得
ま
し
た
。 

◇
◇ 

大
澤 

博 

議
員 

一
般
質
問
要
旨 

◇
◇ 

一
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
い
て 

経
済
の
６
割
は
個
人
消
費
が
支
え
る
と
言
わ
れ
、
景
気
回
復
に
は

個
人
消
費
の
活
性
化
が
必
要
で
す
。 

【
問
】
特
別
限
定
給
付
金
に
よ
り
、
指
定
店
舗
で
１
万
円
以
上
購
入
者
に

抽
選
で
景
品
を
進
呈
し
ま
し
た
が
、
経
済
効
果
は
ど
の
位
あ
り
ま
し
た

か 【
回
答
】 

 

応
募
者
は
１
５
１
人
で
、
消
費
さ
れ
た
金
額
は
、
約
２
，
１
０
０
万

円
で
す
。 

【
問
】住
宅
改
修
資
金
補
助
制
度
を
柔
軟
に
対
応
す
る
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
が
、
町
経
済
へ
の
支
援
策
と
し
て
、
予
算
増
額
と
翌
年
度
へ
の
繰
り

越
し
が
で
き
ま
せ
ん
か 

【
回
答
】 

 

本
定
例
会
に
補
正
予
算
を
上
程
し
ま
し
た
。
繰
り
越
し
は
、
現
在
の

制
度
で
は
出
来
ま
せ
ん
。 

【
問
】消
費
喚
起
の
為
に
、
町
内
で
１
０
万
円
以
上
の
耐
久
消
費
財
購
入
者

に
、
上
限
３
万
円
を
補
助
す
る
制
度
の
創
設
は
ど
う
で
し
ょ
う
か 

【
回
答
】 

 

消
費
喚
起
す
る
た
め
の
施
策
は
、
国
の
第
３
次
補
正
予
算
の
動
向

を
踏
ま
え
て
検
討
し
ま
す
。 

 

二
、
少
人
数
学
級
に
つ
い
て 

 

 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
為
、
一
時
２
０
人
程
度
の
学
級
で
し
た

が
、
今
は
「
４
０
人
学
級
」
に
戻
っ
て
お
り
教
職
員
、
子
ど
も
、
保
護

者
も
不
安
の
声
を
上
げ
て
い
ま
す
。 

【
問
】
小
・
中
学
校
の
感
染
防
止
の
為
、
身
体
的
距
離
を
確
保
す
る「
少
人

数
学
級
」の
設
置
が
で
き
ま
せ
ん
か 

【
回
答
】 

 

最
終
学
年
少
人
数
処
置
の
加
配
を
県
か
ら
１
人
受
け
、
国
の
基
準

に
該
当
し
た
桜
沢
小
６
年
生
を
８
月
か
ら
１
ク
ラ
ス
当
た
り
２
０
人
、

２
学
級
に
再
編
成
し
て
い
ま
す
。 

【
問
】
感
染
防
止
対
応
が
加
わ
り
教
職
員
の
負
担
は
ま
す
ま
す
増
加
。
教

職
員
・学
習
支
援
員
を
増
員
し
、
教
職
員
の
負
担
軽
減
が
で
き
ま
せ
ん
か 

【
回
答
】 

 

学
習
支
援
員
を
各
小
中
学
校
に
１
人
配
置
し
て
い
ま
す
。
学
習
支

援
員
に
は
免
許
更
新
は
課
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
消
毒
作
業
を
中

心
に
教
員
免
許
不
要
の
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
も
１
人
ず
つ

配
置
し
て
い
ま
す
。 

 

◆
こ
の
他
に
要
望
の
強
い
「
愛
の
り 

タ
ク
シ
ー
」
の
運
用
改
善
に
つ
い
て 

質
問
。 

か
わ
せ
み
荘
に
立
ち
寄
る
深
谷 

市
の
く
る
リ
ン
バ
ス
と
の
協
定 

で
深
谷
方
面
の
通
院
手
段
と
す 

る
案
、
近
隣
市
町
の
デ
マ
ン
ド 

交
通
と
の
協
定
で
、
町
境
で
乗 

り
換
え
場
所
を
作
り
、
乗
り
継 

ぎ
し
て
通
院
手
段
と
す
る
案
な 

ど
提
案
し
ま
し
た
。 

町
は
民
業
圧
迫
回
避
を
理
由
に 

拒
否
の
姿
勢
を
崩
し
ま
せ
ん
で 

し
た
。 

※
深
谷
市
は
市
民
の
利
便
の
為 

、
寄
居
町
の
か
わ
せ
み
荘
ま
で 

延
長
し
て
い
ま
す
。
町
民
フ
ァ 

ー
ス
ト
の
立
場
に
立
っ
て
欲
し 

い
も
の
で
す
。 

 

新型コロナ感染拡大・・菅政権の失政では? 

営業自粛には補償が必要 ! 医療機関に人件費支援を ! 

PCR 検査拡大で感染者把握が不可欠です 
 
■1 月上旬現在で、一日の感染者数が 7 千人を越え、重症者、

死者も激増。都内では「もはや入院治療が必要な患者でも収容

しきれない」と医療関係者から悲痛な声が。 

不眠不休の医療関係者は経営悪化で、給与、ボーナスカットの

事態に追い込まれています。公的支援が早急に必要です。 

■首相は Go To キャンペーンとの因果関係を否定しますが、感

染者の増大カーブはキャンペーン開始後、明らかに急上昇。多

人数での会食の自粛を求めながら、自らは毎晩の会食をやめな

かった首相の姿勢が、国民の歯止めを失わせてしまったのでは

ないでしょうか。 

■飲食店に営業自粛を求めるなら、持続可 

能な補償とセットでないと実効はありません。 

諸外国に比べ圧倒的に少ない PCR検査の 

軽視が、無症状感染者による感染拡大原因 

のひとつに。検査体制拡充の予算増が不可欠です。 

。 

知らない間に進む公共施設統廃合計画 
ちょっと待った!の声が 
寄居町の統廃合計画はすべての小中学校が対

象です。三校に統合して小中一貫校にしようとす

るもの。こんな極端な計画を持つ町は寄居だけ

です。コミセンも各地区の文化、伝統の拠り所。

小学校と共に避難施設でもあります。身近にある

べき、と見直しを求める皆さんが、行政との協議

会を求めて署名を集めています。 

 

 


